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平成23年1月1日　NO 63
新年 明けまして おめでとうございます

　旧年中は、本当にたくさんの方々から光が丘学園は支えられ、皆様への感謝の気持ちで終えることができました。そして、大きな事故やケガ・病気もなく、子どもたちが元気に過ごせたことは、本当に嬉しい限りです。１人ひとりの子どもたちは、各々成長し、楽しかったこと、嬉しかったこと、悔しかったこと、悲しかったこと、叱られたこと、ほめられたこと…そんな日々の１つ１つの時を、学園の仲間や職員と共に過ごしながら、その子として大きくなってくれました。何よりありがたく幸せな1年でありました。

　私事で恐縮ですが、昨年、施設長という大任をお受けするに当たり、私自身、大変悩みました。家庭には、脳出血の後遺症のため介護の必要な母親も同居していて、自分の家庭もうまく切り盛りできるか危ういのに、大切な子どもたちを守りお預かりすることが自分でできるのか…悩みながら、82歳になる母に問いかけました。そして、母からこんな言葉が返ってきました。

「こんな身体になった自分にできることは、死ぬまで一生懸命、生きることだから、あなたもできることを一生懸命やったらいい。それから、あなたのためにできることは先に「あの世」に行っておくことだからね。先に行ってあの世で、ちゃんと待っていてあげるから、安心して、しっかり生きていたらいい」

　私のできることや、私の力はわずかですが、その中で、最善の努力を惜しまずに尽くすことを自分の覚悟としてやっていこうと決心できた言葉でした。

　念頭にあたり、私自身、初心に返り、覚悟を新たにいたしたいと思います。そして、改めて、光が丘学園の進むべき道を示す「メッセージ」を掲げ2011年の年明けといたします。　

　　　　～　小野しのぶ　～
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１月の行事予定

　１／２ 札幌外出　　１／３ ボーリング・買い物　　１／14　 よいこのくに幼稚園 始業式

　１／17 聖十字幼稚園・光陵中学校 始業式　　　　　１／18 　南小学校・栗山高校・新篠津高校 始業式

　１／19 岩見沢東高校定時制 始業式 ・ 手作り会　　１／29　 誕生会

ご厚志ご寄贈など感謝申し上げます。（ご芳名もれをお許しください。）１２月１日～３１日

　のじり美容室様　　クライムカンパニーパーラー帝王様　　とっぴー岩見沢店様　　北川めぐみ様　　ミートショップ伊藤様

　みなみ製粉株式会社様　　岩見沢ローターアクト様　　舘重機興業様　　日本キリスト教会岩見沢教会様　　岩見沢友の会様

　駒沢看護保育福祉専門学校様　　黒田産業株式会社様　　坂内伸一様　　山岸史明様　　山田昇様　　杉山博慶様　　

　赤いリボン様　　千葉電気工事株式会社様　　浅山美保様　　「多左衛門」斎藤亮一様　　梅原保様　　尾形節子様

　ワールドメイト様　　三笠市社会福祉協議会様　　北海道三富屋株式会社様　　吉成由佳様　　山崎一幸様　　小笠原千春様

　深田雅美様　　武田豊様　　伊藤ひと美様　　ジャスネット株式会社様　　株式会社セイコーマート様　　ほっともっと様

　ローソン岩見沢インター前店様　　公南山明建設株式会社様　　三菱東京UFJ銀行様　　日本鏡餅組合様　　

　北海道コカ・コーラボトリング株式会社様　　JXホールディング株式会社様　　中外製薬株式会社様

　毎日新聞東京社会事業団様　　明治安田生命保険相互会社岩見沢営業所様　　「JAPANヘアグループ」藤田亨敦様

　「NSメディア」中振克己様　　南国のサンタ様　　フィリップモリス様　　荒川久仁子様　　萩生田ひとみ様　　福山智恵美様

　皆川仁様　　石川広子様　　菊地支郎様　　清水哲夫様　　北海道教育大学札幌校様　












＜クリスマス会・誕生会＞


　12月24日は、12月の生まれの誕生会とクリスマス会が行われました。学園の前の木々もイルミネーションに輝き、サンタクロースも思わず立ち寄りたくなるような、にぎやかで楽しい会でした。この日のために、たくさんの皆様からケーキやジュース、チキンやおすしなどのご寄贈をいただき、本当においしく、みんなお腹いっぱい大満足のごちそうをいただきました。


学園にご寄贈下さったある方が、こんなことをおっしゃいました。





「子どもたちが、喜んでくれたら自分もうれしいから」





どこかで誰かが幸せでいることを、私の幸せと感じる心を教えていただきました。もしかしたら、「子ども」とはそんな存在なのかもしれません。どんなに離れていても子どもの笑顔や幸せを願う家族や、学園の子どもの喜ぶ様子を、そっと影から見守って下さる地域の皆様方…。人の心に思いを寄せて、その喜びを自らの喜びとできる方々に、私たちは支えていただいていると、そして、そんな思いをつないでいく存在が子どもたちなのだと、しみじみと感じさせられたクリスマス会でした。皆様、心より感謝申し上げます。





＜おもちつき＞


　12月27日、学園のおもちつきがありました。玄関前に臼と杵を用意して力自慢たちがペッタン，ペッタン…のはずでしたが、何せ「知らん者と分からん者」の集合体に、何か楽しいことには「おだって」参加がモットーの子どもたち。「スッタ、モンダ！」のおもちつきでしたが、無事に8.4kgのもち米からおもちが出来あがりました。お昼には、料理自慢の子どもたちが作った「濃い目」「薄目」の2種類のお雑煮やベーコンもち、お汁粉などが並び、1年のしめくくりと共に、新年も明るくにぎやかな学園になる予感のするおもちつきとなりました。





＜感謝のクリスマスリース作り＞


　12月の「手作り会」は1年間、お世話になった皆様へありがとうの気持ちをお届けするクリスマスリース作りでした。最初に「見本！」を作ったのはＳ指導員。本人曰く、“自信作”でしたが、それを見た子どもたちの創作意欲に俄然、火が付きました。「これなら自分の方が上手にできる！！」（笑）おかげさまで、子どもたちは楽しみながら、それぞれ工夫し、アイデアと美的センスを自慢しながら、素敵なクリスマスリースを作りました。そして、様々な形で光が丘学園を支えて下さる皆様へお届けいたしました。材料は粗末ですが、子どもたちのありがとうがいっぱいつまった世界で一つだけのクリスマスリースです。


　どうぞ、皆様の笑顔を共に、子どもたちの笑顔も輝く、クリスマスをお迎え下さいませ。





「児童養護における養育のあり方に関する特別委員会報告書」より


～　養育についてのメッセージより　～　　　　　（ 委員長 村瀬 嘉代子 他 ）





　養育とは、子どもが自分の存在について、「生まれてきてよかった」と意識的・無意識的に思い、自信をもてるようになることを基本の目的とする。


　そのために、安心して自分を委ねられる大人の存在（養育者の存在）が必要となる。子どもはその養育者によって、まず生きていることそのものを尊い、自分を大切と受けとめられていくことによって、自分や世界（自分のまわりの人、もの、こと、ひいては世の中）を受け入れ、それらに関心を向け、関係をもつようになる。


　子どもはこうした関係を形成していく過程をとおして、生きる力を培っていく。すなわち、身体的健康や成長の維持、促進のための姿勢を会得し、一方、人やもの、ことに対して、それぞれの本質に応じて、どのようにかかわったらよいか、つまり、生きていくための知恵やスキルを学んでいく。


　児童養護施設における養育とは、一見何気ない日々のいとなみのなかに絶え間なく24時間通しておこなわれている。それは、日常的な衣・食・住にまつわること、たとえば、衣服をどう整え、着るのか、栄養が足り、こころこもる食事の提供、質素でも大切に手入れされ、調和を考えられた住環境、さり気なくも相手に配慮した言葉かけや振る舞い、こうした一つ一つはささいで平凡ともみえるが、それこそ実は自然によく考えられた日常生活の積み重ねと安定した継続をとおして、「養育」がおこなわれている、と言えよう。


　この意味で、児童養護施設の養育には、単一の理論をそのまま引用実践するというより、人の心身の成長や治癒に関する多元にわたるさまざまな理論や技法を、統合的に常に現実と照合させながら適用していくことが必要である。はじめに理論ありきでなく、目前の子どもたちが必要としてることは何かを考えることから、養育に携わるおとなは常に考え工夫していくことが求められ、ともに成長しようというおとなに出会うとき、子どもの養育は促進される。


　養育に求められる愛情、それは「子どもの存在」そのものをまずそのまま受けとめたうえで、適切な観察力と知見とを総合的に活用して、子どもの特質、状態に即応したかかわり方を個別におこなうことである。外見的に優しい言葉かけや行為にとどまらず、それらが適切な持続力と寛容さをともなう配慮に裏打ちされたものであることが望まれる。








